病棟チームカンファレンス記録

平成30年7月12日(木)　　　　　　司会：木村　佐江子　記録：石橋　菜摘
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＜連絡事項＞
・7/15（日）日勤チーフ・病床管理者が相馬ＳＧＭ→小泉ＪＧＭへ変更となっています。

・行動制限最小化に関する研修会のお知らせ
　青森県精神科病院・診療所協会より研修の案内がきています。詳細については、各自メールを参照し、参加希望者は、7/16（月）までに佐藤ＡＯＭへ連絡お願いします。

・認知症とてんかんについての研修会のお知らせ
　7/24（火）18:45～八戸パークホテルで開催されます。詳細は各自メールを参照してください。

・リハビリテーションプログラム内で毎週水曜日に行っているエアロビについて、お盆期
　間の8/15（水）はお休みとなりますので周知して下さい。

・東ＡＯＭよりＷＩＺメールにて研修の案内が来ています。詳細を確認して下さい。　　　　　平成30年8月25日（土）10時～15時　「精神疾患の理解」「精神科看護の基本」について

＜患者様連絡事項＞
・内田　都影様～303号室から301号室へ居室変更しています。

・澤口　利香様～東病棟Ｂユニットから303号室に転入となっています

・松谷　さと子様、松谷　和也様、高田　マキ様、居ヶ内　敦子様、沼山　深雪様～
　今後、北病棟に転入候補となっています。

＜注目患者様＞
・木村美智子様～多動さは見られていませんが、時折モップ掛けをしている様な仕草が見られていますが、シルバーカーやテーブルに上がろうとする行為は見られず、妄想様の発言も聞かれません。本人の症状や状態に合わせた対応をし、危険な行動や転落に注意し観察していきましょう。

・若沢　広志様～ａｕショップに行きたいと外出希望が聞かれています。スタッフ付き添いにて日程調整していきます。

・井上　和美様～本日、松尾歯科の受診の為、外出しています。うがい薬が3日分処方となり、次回は7/19(木)　10：30の予約との事です。外出申請と入院証明書は依頼しています。やや怒りやすい様子があり、放歌も見られる為、他者トラブルに注意していきましょう。

＜皮膚科＞
・原　吉郎　様～左手の発赤、表皮隔離はアズノール軟膏とガーゼ保護をすることとなります。テルビナフィンクリーム1本とアズノール軟膏1本が処方となっています。

・千葉　光広様～デルモゾールローション1本処方となっています。

・三上　勇　様～デルモゾールＤＰ2本、ケルガー液1本が処方となっています。

・佐々木　淳様～テルビナフィンクリーム1本が処方となっています。

・山口　富造様～タベジール2Ｔ　2×朝・夕/7日分、デルモゾールＤＰ軟膏2本、ケルガー液1本が処方となっています。

・金澤　洋子様～ウリモックスクリーム1本、ケルガー液1本が処方となっています。

・内田　都影様～尾骨部の胼胝は経過観察となります。


＜安ヶ平Ｄｒケース検討＞
・上村　みわ様～先日、一時的な拒薬が見られたが、その後は拒薬することなく服用する事が出来ています。本日の午前中は「身長が伸びるので行けません」と臥床して過ごしていますが、午後からはリハプロに参加する事が出来ています。

・三上　勇　様～歩行時に躓く事が多く見られています。転倒に注意し、見守りしていきましょう。

※7/18からの定期処方、内容変更はありません。

＜馬渡Ｄｒのケース検討＞
・佐々木　淳様～先日、前歯が3本抜けています。母様に受診の確認をして行きます。

・原　吉郎　様～不調を訴えることは少なく、プログラムに参加する事が出来ています。

・山下　拓也様～月1回はよこまちストアへの買い物のため日程を調整していきます。

・曽我　正子様～施設が建設中の為、完成後に見学と体験の予定となっています。

・蝦夷森重男様～青山荘の見学を勧めていきます。

・山口　富造様～PSWが手帳の更新の手続きを行っている為、終了後施設入所を勧めていきます。

※定期処方、臨時処方の内容変更はありません。

＜転入患者様＞
・澤口　利香様　25歳　
　主病名：アルコール依存症、摂食障害、薬物依存、境界型パーソナリティ障害
　入院までの経過:
H23年頃東京都へ転居して飲食店等へ勤務するが、いずれも長続きしなかった。同時期より「部屋にカメラがついている」「覗かれている」等の注察妄想、「みんなが名前を呼んでいる」等の幻聴が出現。家族が精神科受診を勧めるが拒否し、「部屋に入ってきたら殺す」「飛び降りる」等と訴えていた。単身生活が困難となり、H26年頃八戸市に帰郷。通院治療を希望し、湊病院や八戸市立市民病院、ささクリニック等へ相談するが、いずれも受診できずデパスやジェイゾロフト、ブロン®などを購入して乱用し、昼夜問わず飲酒をして出勤するなどアルコールを乱用していた。1度だけマリファナを使用したこともあるという。以前からやせ願望が強く、過食嘔吐や拒食をして体重が30㎏台（身長155cm）まで減少したこともあるという。H28年4月下旬より飲食店に勤務したが、重労働を負担に感じていた。同時期より「隣の部屋の夫婦が自分のことを全部把握している」「名前を呼ぶ声がする」等の注察妄想・幻聴等が再燃。同年5.16に当院初診し、当院1回目の入院（任意）。
　H28.8.17退院後は当院への通院、就労継続支援B型「茶居花」の利用を開始。アカシジア症状（ムズムズ・苛々感等）や情緒不安定が目立ち、アルコールを口にすることもあった。入院中から手持ちのジェイゾロフトを時折服用しており、退院後は常用するようになり、同年9月中旬に上記薬の手持ちがなくなったため中断後、不安や静座不能などの中断症候群が出現し、過食嘔吐や希死念慮が認められ同年9.20当院2回目の入院（任意）。
　H28.9.27退院後は当院への通院、精神科デイケア・就労継続支援B型事業所「茶居花」の利用を継続。情緒不安定で過食嘔吐や拒食を繰り返し、ブロン®の乱用もあった。体重減少や母への依存が強く、生活の立て直しを本人・家族が希望したため、H29.3.15当院3回目の入院（任意）。
　H29.3.29退院後もまもなく情緒不安定となり、大声を出したり皿を投げたり、過食嘔吐や拒食を繰り返したりしていた。アルコールやブロン®、処方薬の乱用も行うようになり、「アルコールかブロン®を買ってこないと死ぬ」と母に自殺の脅しをするなど不穏であった。家族対応困難となり、入院治療を希望したため、H29.5.10当院4回目の入院（医療保護）。

※受け持ち：川守田Ｎｓ/田口Ｎｓ/秋山Ｃｗ
※緊急時は八戸赤十字病院に搬送希望あり。
※小遣い　15,000円/月
※煙草は5本/日で、4日分を自己管理
※皮膚科などの処置なし
※自己洗濯
※ＩＦオーダーあり
※ロッカーの鍵は自己管理
※洗剤・ノート・財布・服薬カレンダーの差し入れあり。
※単独外出・外泊承諾書にサイン済み
※何かあったら電話頂ければ、いつでも来院されるとの事。
[bookmark: _GoBack](電話制限はないが、母様が本人との関わりで疲弊しており、白山台メンタルクリニック治療中。なるべく本人との関わりを避けている。)

